
 

 

 

 

 

 

 

□９月１６日（日）の定例レッスンは、佃さんの体操、吉岡さんの滑舌トレーニングおよび千秋さんの

ヴォイストレーニングに始まり、１２th コンサートの第１部の曲をレッスンしました。 

 

□本並先生の指揮で、第一部曲の全 4 曲、「春を待つ」、「浜辺の歌」、「ねがい」、「夕焼け」を、コンクー

ル後の再出発レッスンとして、熱のこもったレッスンを行いました。ピアノは西應静さん、参加は、全

３７名でした。 

 

□本並先生は、ＬＩＣでの合唱発表会で、昴、関西紫金草、とよの、コスモス、の４合唱団の指揮をさ

れましたが、どの合唱団の指揮でも「良い音を引き出している、良い曲想を表現している、指揮者も音

楽に入って余分な動きがない」と、審査員から大好評だったそうです。 

 

□本並先生も意を強くして、今回レッスンは、いい音を作るべく、さらに力のこもったレッスンになり

ました。第一部曲で、「これが昴だ！」と観客をうならせる演奏を目指して頑張ろうということになりま

した。 

 

□１２ｔｈコンサートのステージにたつべく復帰された野村さん（バリトン）に加え、今回レッスンか

ら土井さん（バス）が参加されました。また、フィアンセとともに新大阪ユースの懇親会（8/26）に出

席し、団員の祝福を受けた小林誠（バス）さんは、その席で、１２ｔｈコンサートの第一部のステージ

に立つことを宣言されましたが、レッスンへの参加は来月からになります。低音部の強化が大いに期待

されます。 

 Subaru 
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□千秋教室の希望者を募集します！ 

「千秋教室」の追加が取れました。10 月 18 日(木）18:00～ねむかホールです。 

8 月の昴総会で声楽教室の増加を求める声があり、ねむかホールの空き状況で急に決まったものです。 

希望者を募集します！原則新しい希望者を対象にすすめたいと思います。 

現在希望者はゼロ名ですが、ニュースで知らせ、希望者を募ります。千秋第 2 教室です。10 月は 2 回に

なります。（従来の千秋教室は既報通り 10 月は 2 日(火）10:00～開催予定です)。 

 

□パナのパワハラ断罪！ 

かねてから、おおさかのうたごえ協議会として、「争議団を支援する集会」に取り組んできましたが、

そのうちのひとつ、「パナソニックアドバンストテクノロジーのＳさん」の不当解雇について、去る 9 月

12 日、大阪地裁で判決があり、「解雇無効」の勝利判決を得ました。岡邑さんが、「支援する会」の会長

をつとめ、鋭意、争議の勝利に向けて心血を注いでこられましたが、「公正な判決を求める署名」が１０

００団体、個人一万筆を超えたことも大きな力になったと思われます。労働争議での勝利判決はほとん

どない中での勝利判決を、本人、当事者、岡邑さんとともに喜びたいと思います。会社側の控訴も予想

されますので、これからも引き続き支援が大切です。詳しくは、おおさかのうたごえの「うたひろば」

への岡邑おおさかのうたごえ協議会長の記事をお読みください。 

 

    沖縄知事選挙「玉城デニー」の応援に行ってきました (9 月１０日～１３日)  

 ちばりょ～沖縄 

ちばりよ９名、八尾市平和委員会７名は５台のレンタカーに分乗し、名護市の「やんばる統一連セン

ター」に！日本の各地からの支援団が集まって来て、ポスター貼りや宣伝に汗びっしょりの１日目。 

２日目は、名護市以北の国頭郡一帯のヤンバルの森に点在する集落へのビラ入れ！５台のレンタカーで

それぞれ担当集落へ！「沖縄の基地は無くしてほしくて応援に来ました」と声をかけると、１００％の

「デニーさん」でした。名護に戻って街頭に立ち、マイクで宣伝！のぼりを振ったり、道行く人に声を

かけて、チラシを渡したり。 

３日目、ホテルの前の国道の両側に、シンボルカラーのオレンジのタオルで並んで、のぼりを振って

のスタンディングに車から手を振ってくれました。 

 民家の庭の色彩やかな珍しい花、バナナやパパイヤ！やんばるの森に足を偲ばせて聴き入った大島ゼ

ミ、ちょこちょこ歩くヤンバルクイナに心躍らせ、本州とは全く違う沖縄の美しく豊かな自然に、基地

が無くなった方がどんな豊かな産業が生まれるかと思われました。 

また前名護市長の稲嶺さんの事務所を訪ねてカンパを渡し、歌わせてもらうと、稲嶺さんからお礼の

言葉に重ねて、静かに座っておられた９２歳の後援会長さんが「一言」と立ち上がられ、「鳥肌がたち心

が震えました。感動で胸がいっぱいです。勇気が出ました。力をもらいました。」と涙ながらに語られま

した。 

沖縄に来て感じた率直な思いを歌にした私たちの心が力になったとは！うれしい言葉に私たちも、「歌

の力」に確信を得ました。                                立川 
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